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自己省察が学生の保育実践の意識向上に与える影響に関する一考察
―模擬保育における他者評価と映像の自己省察から―
坂 本 真由美 田 中 るみこ
Improving Student Teachers’ Awareness through Self-Reflection
-Using Simulated Teaching Practice-










































































































































時間 17 ・時間通りにできるか ・時間配分がわからない
・時間が短い ・時間が長い
人前に立つこと 12 ・緊張する ・恥ずかしい ・自信がない
声掛け 7 ・声掛けに自信がない ・どのような声掛け
をしていいかわからない
















活動内容 3歳児 4歳児 5歳児 その他
製作 5 9 8 6 28
運動遊び 2 1 4 2 10
読み聞かせ 2 4 0 3 9
表現遊び 0 2 1 0 3
ピアノ 0 0 2 0 2






















































































活動内容 3歳児 4歳児 5歳児 その他
製作 6 12 15 0 33
運動遊び 1 2 7 0 10
読み聞かせ 1 2 1 0 4
ゲーム 0 0 4 0 4
表現遊び 0 0 3 0 3




























































































































































活動内容 20分～ 30分～ 40分～ 60分以上
製作 1 9 11 15
ピアノ 1 0 0 0
運動遊び 0 1 2 0
ペープサート 1 0 0 0

































































美，「英国における OFSTED の School Inspection－教師
の意識調査にみるその意義と問題点－」，九州教育学会研
究紀要第24巻，1996年，181～188頁や坂本真由美，「イギ
リスにおける教師の自己評価に関する一考察」，日本比較
教育学会紀要第29号，2003年，81～96頁を参照。
声掛け・説明（消極的記述） 声掛け・説明（積極的記述）
・絵本の読み聞かせ中に，話をしている子どもの声掛けがで
きなかった。
・子どものつぶやきや声に耳を傾けることができなかった。
練習していても予想外のことが起こった。
・折り紙の折り方に戸惑う子が多い。説明をもう1度する必
要がある。集中できなくなった時に注目を集める声掛けが
必要。
・指示を出すときの子どもの集中を高める雰囲気作りができ
なかった。
・ルールを理解していないと子どもはうまく動けない。言葉
の選び方が必要。
・ゲームの注目のさせ方やまとめ方が難しかった。
・笑顔を忘れず，ちょっとしたミスでも子ども達に「ありが
とう。先生忘れてた。ごめんね」というと，子どもと一緒
に保育を創ることができた。
・全体を見るよう心掛け声掛けができた。
緊張（消極的記述） 緊張（積極的記述）
・全日設定で緊張した。ピアノが弾けなかった。
・緊張して事前に準備したものがすべてわからなくなった。
元気に行うことが必要。
・子ども達が活動に乗ってこなかった。最初の保育者のテン
ションが大切だと思った。
・緊張はしなかったが臨機応変に対応できなかった。
・緊張したが子ども達と一緒に楽しみたいという気持ちが強
く落ち着いてできた。
・緊張したが子ども達が楽しんでくれ頑張ろうと思えた。
・折り紙は緊張しなかった。
・ピアノは緊張したが，元気に歌ってくれた。
・緊張したが笑顔でできた。
・緊張したが始めると楽しくできた。
・子ども達の活動を予測し落ち着いてできた。
・ピアノを間違っても止まらず引くことを心掛けた。
・想像と違う子どもの行動の対応が難しかったが，子どもは
楽しんでいたのでもっと良いものになると思う。
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